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電
話
は
現
代
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
、
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。し
か
し
、

平
成
２９（
２
０
１
７
）年
度
末
の
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
・
西
日
本
の
固
定
電
話
の
契
約

数
は
１
、９
８
７
万
件
で
、
ピ
ー
ク

だ
っ
た
平
成
９（
１
９
９
７
）年
度
の

約
３
分
の
１
以
下
に
な
っ
た
と
い
う

（
平
成
３０
年
６
月
５
日
付『
日
刊
工
業

新
聞
』ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。
携
帯
電
話

な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
固
定
電
話
の

必
要
性
が
薄
れ
て
い
く
の
は
時
代
の

流
れ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
か
つ
て
電
話
は
貴
重
な

も
の
で
あ
っ
た
。一
般
用
の
電
話
は
、

埼
玉
県
で
は
明
治
３５（
１
９
０
２
）年

１２
月
に
、
川
口
郵
便
局（
川
口
市
）に

電
話
所
が
設
置
さ
れ
た
の
が
始
ま
り

で
あ
る
。
翌
明
治
３６（
１
９
０
３
）年

２
月
に
は
、
浦
和
郵
便
局（
さ
い
た

ま
市
）に
も
電
話
所
が
設
け
ら
れ
た
。

上
尾
町
で
は
、
大
正
２（
１
９
１
３
）

年
に
特
設
電
話
組
合
が
結
成
さ
れ
、

翌
大
正
３（
１
９
１
４
）年
１２
月
、
郵

便
局
内
に
公
衆
電
話
が
開
設
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
大
正
４（
１
９
１
５
）

年
１２
月
、
郵
便
局
内
に
交
換
室
が
設

置
さ
れ
、
電
話
が
開
通
し
た
。

当
時
の
電
話
は
、
そ
の
都
度
交
換

手
を
呼
び
出
し
て
手
動
で
回
線
を
接

続
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
埼
玉
県
で

は
、
昭
和
９（
１
９
３
４
）年
３
月
に

川
口
局
が
、
次
い
で
翌
昭
和
１０（
１

９
３
５
）年
３
月
に
浦
和
局
が
自
動

化
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
戦
時
体
制
下

に
入
っ
た
た
め
、自
動
化
は
中
断
し
た
。

戦
後
、
電
話
の
加
入
希
望
者
は
増

加
し
、
対
応
が
追
い
付
か
な
い
状
態

で
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、電
話
不
足
へ

の
対
応
と
農
業
関
係
の
情
報
な
ど
の

広
報
を
目
的
に
、
各
農
業
協
同
組
合

が
共
同
で
放
送
農
業
協
同
組
合
を
設

立
し
、
有
線
放
送
を
開
始
し
た
。

上
尾
市
で
は
、
ま
ず
大
石
・
平

方
・
大
谷
の
各
農
協
が
共
同
で
、
昭

和
３５（
１
９
６
０
）年
９
月
か
ら
有
線

放
送
を
開
始
し
た
。
開
始
当
初
の
加

入
者
数
は
、
大
石
農
協
６４１
世
帯
、
平

方
農
協
３１０
世
帯
、
大
谷
農
協
３８５
世
帯

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
３７（
１
９

６
２
）年
１０
月
か
ら
は
、
上
尾
・
原

市
・
上
平
の
各
農
協
も
共
同
で
有
線

放
送
を
開
始
し
た
。
開
始
当
初
の
加

入
者
数
は
、
上
尾
農
協
５１１
世
帯
・
原

市
農
協
３３６
世
帯
・
上
平
農
協
４８１
世
帯

で
あ
っ
た
。
交
換
手
を
呼
び
出
し
て

相
手
に
接
続
し
て
も
ら
う
形
で
は

あ
っ
た
が
、
放
送
の
合
間
に
は
加
入

者
間
の
通
話
が
可
能
で
あ
り
、
市
内

や
市
外
の
一
般
電
話
へ
接
続
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

高
度
経
済
成
長
期
に
入
る
と
、
電

話
の
需
要
は
一
層
高
ま
り
、
農
協
の

有
線
放
送
に
よ
る
手
動
の
交
換
で
は

対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
、
急
速
に

自
動
化
を
進
め
る
必
要
が
生
じ
た
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
上
尾
郵
便
局
の

一
角
で
業
務
を
行
っ
て
い
た
日
本
電

信
電
話
公
社（
電
電
公
社
）は
、
緑
丘

に
独
立
し
た
電
報
電
話
局
の
局
舎
を

建
設
し
、
昭
和
３９（
１
９
６
４
）年
４

月
２９
日
か
ら
電
話
の
自
動
化
を
開
始

し
た（
写
真
１
・
２
・
３
）。こ
の
時
、

上
尾
局
の
市
内
局
番
は
７１
、
市
外
局

番
は
０
４
８
７
と
決
め
ら
れ
た
。

自
動
化
直
前
の
市
内
の
電
話
加
入

数
は
２
、０
５
８
本
で
あ
っ
た
が
、５

年
後
の
昭
和
４４（
１
９
６
９
）年
に
は

１
万
本
、
約
１０
年
後
の
昭
和
５０（
１

９
７
５
）年
に
は
４
万
本
に
増
加
し

た
。
当
時
の
市
の
人
口
増
加
に
比
例

し
て
、
電
話
も
急
速
に
普
及
し
て
い

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
上
尾
市
歴
史
民
俗
研
究
会
）

電
報
電
話
局
の

開
設

写真２ 電電公社が業務を行っていた上尾郵便局

～昭和３０年代の上尾～
昭和３３年７月１５日に市制施行した上尾市は、昨年市制施

行６０周年を迎えました。平成３０年４月号から平成３１年３月号
までの上尾歴史散歩は、昭和３０年代当時の広報誌『上尾自
治だより』から、当時の出来事やその背景などを探ります。

写真３ 完成した電報電話局の局舎

写真１ 電報電話局の開設と電話の自動化を伝え
る『上尾自治だより』（第１０６号）
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